


    
    


    




    苦しみも微笑みも
    輝く星空の下
短く揃えた髪が
風になびく
没個性時代に生きる
欠陥人間の
苦しき微笑み
誰にも聞こえない
叫び声をあげる
渦巻きに巻かれ

溺れたい







    偽善
    やわらかな肌がわたしに触れる
こころまでが救われる

それが偽りだとも気付かずに







    逢引
    やさしい涙は
狂気への入り口
飛び出す絵本の中
あなたと腕を組む
終わらない旅







    惜別
    きつく閉じた扉を開き
悲しい知らせに胸を躍らせる
欲望の渦巻く現世への
最後の願いを口ずさむ






    カラス
    一羽の黒い塊が
この地に降り立つ
ヘドロの沼に点在する
生きる場所を求めて
狂おしく啼くのだ







    振り返らない
    僕は泣くのだ
あなたが天に飛び立ったあの日を思い出し

風船が割れる
瞼の前で

その遠くを見つめる眼差しを

忘れたくはない







    瞳
    天空の隙間から光が漏れる
わたしは見つけて欲しくて
広場を動き回るのだが
そこにスポットライトが当たることはない
あなたと重なり合うことを望む
其処に夢はなく
見つめあう瞳に

わたしの姿は映らない







    呻き
    クチナシの花が咲いている
廻りになにもなく
ただひとりた佇む
太陽がさんさんと輝き
茹だるような暑さの中
ただ歩く
群れるのをよしとせず
海が見える場所を求めて
さ迷う中
踏み潰したかえるが

ぴくりと動いた







    蟻
    土砂降りの雨の中
蟻が列を作って歩いている
傘をさして雨を遮ってやり思い切り切り踏み潰した
蟻は何事もなかったように行進を続ける

わたしの靴を避けて







    壁
    霞繋かった空の中
僕は声高に叫ぶ
淀んだ魂の
片足が継ぎ足す
上辺の恋 
貴女の微笑みの側で
イモリが壁をつたう
黄泉の世界へようこそ
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